
取 扱 説 明 書 サイディング用
釘連結機

このたびは 製品をお買い上げくだ
さいまして誠にありがとうございます。本
製品をお取り扱う前に、安全に、効率よく、
ご使用していただくために、充分に最後ま
で本製品取扱説明書をお読みいただき、正
しい使用方法でお取扱いしていただきます
ようにお願いいたします。

モデル RN500
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安 全 上 の ご 注 意

●火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全上のご
注意」を必ず守ってください。

●ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上、指示に従っ
て正しく使用してください。

●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管して
ください。

注意文の ・ ・ の意味について

ご使用上の注意事項は ・ ・ に区分していますが、それぞれ

次の意味を表します。

警告

注意

注

: 誤った取扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容のご注意。

: 誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定さ
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお、 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果

に結びつく可能性があります。いずれも安全に関する重要な内
容を記載していますので、必ず守ってください。

: 製品および付属品の取扱い等に関する重要なご注意。

警告

1. ご使用前に取扱説明書を必ずよくお読みください。
2. 作業場は、いつもきれいに保ってください。
・ ちらかった場所や作業台は、事故の原因となります。
3. 作業場の周囲状況も考慮してください。
・ 本機を、雨中で使用したり、湿った、または、ぬれた場所で使用しないでく

ださい。
・ 作業場は十分に明るくしてください。
・ 可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。
4. 感電に注意してください。
・ 本機を使用中、身体を、アースされているものに接触させないようにしてく

ださい。
（例えば、パイプ、暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫などの外枠）

5. 子供を近づけないでください。
・ 作業者以外、本機やコードに触れさせないでください。
・ 作業者以外、作業場へ近づけないでください。

警告 注意 注

警告 注意 注

注意
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警告

6. 使用しない場合は、きちんと保管してください。
・ 乾燥した場所で､子供の手の届かない高い所または錠のかかる所に保管し

てください。
7. きちんとした服装で作業してください。
・ だぶだぶの衣服やネックレス等の装身具は、回転部に巻き込まれる恐れ

がありますので着用しないでください。
・ 長い髪は、帽子やヘアーカバー等で覆ってください。
8. 保護めがねを使用してください。
・ 作業時は、保護めがねを使用してください。
9. コードを乱暴に扱わないでください。
・ コードを持って本機を運んだり、コードを引っ張ってコンセントから抜

かないでください。
・ コードを熱、油、角のとがった所に近づけないでください。
10. 本機は、注意深く手入れをしてください。
・ 注油や付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。
・ コードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買い求めの販売店ま

たは弊社営業所に修理を依頼してください。
・ 延長コードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場合には

交換してください。
11. 次の場合は、本機のスイッチを切り、プラグを電源から抜いてください。
・ 使用しない、または、調整、点検、修理をする場合。
・ その他危険が予想される場合。
12. 不意な始動は避けてください。
・ 電源につないだ状態で、スイッチに指を掛けて運ばないでください。
・ プラグを電源に差し込む前に、スイッチが切れていることを確かめてく

ださい。
13. 油断しないで十分注意して作業を行ってください。
・ 取扱方法、作業の仕方、周りの状況など十分注意して慎重に作業してく

ださい。
・ 常識を働かせてください。
・ 疲れている場合は、使用しないでください。
14. 損傷した部品がないか点検してください。
・ 使用前に、保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し、正常

に作動するか、また所定機能を発揮するか確認してください。
・ 可動部分の位置調整および締め付け状態、部品の破損、取付け状態、そ

の他運転に影響を及ぼすすべての箇所に異常がないか確認してください。
・ 損傷した保護カバー、その他の部品交換や修理は、取扱説明書の指示に

従ってください。取扱説明書に指示されていない場合は、お買い求めの
販売店または弊社営業所で修理を行なってください。

・ スイッチで始動および停止操作の出来ない場合は、使用しないでください。
15. 指定の付属品やアタッチメントを使用してください。
・ 本取扱説明書および弊社やカタログに記載されている付属品やアタッチメ

ント以外のものを使用すると、事故やけがの原因となる恐れがあるので使
用しないでください。
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警告

16. 本機の修理は、専門店に依頼してください。
・ 本製品は、該当する安全規格に適合していますので改造しないでください。
・ 修理は、必ずお買い求めの販売店または弊社営業所にお申し付けください。
・ 修理の知識や技術のない方が修理しますと、十分な性能を発揮しないだ

けでなく、事故やけがの原因となります。
17. 炎天下や高温となる場所では使用しない。
18. 元電源には必ず漏電しゃ断器を通して接続する。
19. 異常を感じたら絶対に使用しない。
20. 改造や分解は、絶対にしない。
21. 元電源は AC( 単相 )100V であることを確認してください。
22. 必ず、水平な場所に設置してください。転倒や破損の原因となります。
23. 接地線 ( アース ) は、ガス管に絶対に接続しない。
24. 電源プラグの金属部には、絶対に触れない。特に濡れた手で触ると感電

する恐れがあり、大変危険です。
25. 使用範囲外の釘は絶対に連結しないでください。
26. PPテープは、必ず純正のPPテープを使用し、再利用は絶対にしないでく

ださい。一度使用されたPPテープを再利用されますと、釘の連結が外れ
ることがあり、その状態で釘打ち作業されますと大変危険です。

27. 作業終了後は、釘をすべて取り除き、電源プラグを外し、箱に入れ、涼
しい場所に保管してください。

28. ホイール ( 歯車 )、ローラー等の回転部には絶対に触れない。
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1．製品仕様

*1 につきましては、6 ～ 7 頁の PP テープの選定方法を参照ください。

2．本製品の各部名称

RN500
項目

質量 kg 12.0

連結使用可能範囲釘

mm 胴部径 φ2.1 ～ 3.0

mm 頭径 φ5.0 ～ 6.0

mm 頭厚　最大 1.5 まで

mm 足長　38 ～ 50

PPテープ使用可能サイズ
－
mm

*1
№ 218, 233, 252, 277

寸法 ( 高×奥×幅 )
テープスタンド装着時 mm 422 × 538 × 535

テープスタンド収納時 mm 422 × 538 × 265

モータ出力 W 2.5

電源 V 単相 100

標準付属品 テープスタンド

型式
単位

①ネイルボックス

⑬グリップ
③シューター

⑯スタンドホルダ A

⑱ヒューズ
⑦ネイル頭押さえ

⑧テープ挿入口

⑤ハンドル

④テープスタンド

⑰スタンドホルダ B

⑮ネイルストッパー B 穴

⑭ネイルストッパー A 穴

②ネイル受けプレート

⑫電源

⑨テープガイド

⑩ホイール

⑪ネイルアジャスタ

⑥蝶ネジ
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3．各部の役割

① ネイルボックス････････････釘をあらかじめ入れておくボックスです。
② ネイル受けプレート･･････シューターからこぼれた釘を受けるプレートです。
③ シューター ･･････････････････釘が整列するレールです。
④ テープスタンド････････････PPテープを置くスタンド ( 台 ) です。
⑤ ハンドル ･････････････････････ホイールを回転させます。( 右回しです。)
⑥ 蝶ネジ ････････････････････････ハンドルを緩めたり、締め直したりします。
⑦ ネイル頭押さえ････････････釘頭を一定の高さに揃えます。
⑧ テープ挿入口 ･･･････････････PPテープを挿入する差込口です。
⑨ テープガイド ･･･････････････PPテープを「コの字」に案内します。
⑩ ホイール ･････････････････････釘が一本ずつ整列する歯車です。
⑪ ネイルアジャスタ･････････連結する釘を一本セットすることで簡単に調整が

（PAT.P） 終了する便利な釘胴部太さ調整機能です。
⑫ 電源 ･･･････････････････････････ローラーを回転させるスイッチです。
⑬ グリップ ･････････････････････取っ手です。
⑭ ネイルストッパー A 穴･･･別途説明をお読みください。(8 ～ 9 頁参照 )
⑮ ネイルストッパー B 穴･･･別途説明をお読みください。(11 頁参照 )
⑯ スタンドホルダ A･･････････使用時にテープスタンドを取付ける差込口です。
⑰ スタンドホルダ B･･････････収納時にテープスタンドを取付ける差込口です。
⑱ ヒューズ ･････････････････････寸法 φ5.2 × 20mm　2A です。

4．PPテープの選定方法

警告
PPテープの選定を間違えますと、連結できないだけでなく、釘外れの原因と
なり、釘打ち作業中に思いがけない釘飛びが発生し、失明などの恐れがあり、
大変危険です。

●胴部の測定箇所は釘の形状により異なりますので
下記図をご確認の上、選定ください。

頭径

測定箇所

頭厚

●胴部足長

測定箇所

外径



7

PPテープと釘選定早見表

釘の形状によっては、連結不可能な釘もございます。また、リング外径 φ3.00mm
を超える場合は連結できません。

PPテープ別売品

5．使用前の確認

① PPテープサイズと連結する釘が適正な選定がされているかどうかPPテープの
選定方法の表を参照の上、ご確認ください。

② バラ釘に変形釘がないことを確認する。

6．使用手順

① ハンドルが裏向きに梱包されていますので、蝶ネジ（5頁⑥参照）を緩めて
ハンドルを正規の方向に取り付けてください。また、ネイルボックス等を止
めているテープを剥してください。

PPテープ型式 足長 (mm) 頭径 (mm) 頭厚 (mm) 胴部径寸法 (mm)

No.218

38 ～ 50 φ5.0 ～ 6.0 1.5 以下

φ2.1 ～ φ2.3 未満

No.233 φ2.3 ～ φ2.5 未満

No.252 φ2.5 ～ φ2.7 未満

No.277 φ2.7 ～ φ3.0 未満

型式
バラ連結機対応機種 1 巻 /m 品番

RN500

80m

PPテープ No.218 ● F-90054

PPテープ No.233 ● F-90067

PPテープ No.252 ● F-90070

PPテープ No.277 ● F-90083

警告

1. 使用電源は、銘板に表示してある電圧で使用してください。
・ 表示を超える電圧で使用すると、回転が異常に高速となりけがの原因にな

ります。
2. 運転中は常に保護めがねを使用してください。
・ 釘が飛び散った時など、けがの原因になります。
3. 回転中のギヤには手を触れないでください。
・ けがの原因になります。
4. 釘がローラー部に詰まって回転が止まった時は、直ちにスイッチを切り

プラグを電源から抜いてから、詰まった釘を取り除いてください。
・ モータが発熱し、けがや破損の原因になります。
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② 付属のテープスタンドをスタンドホルダ A に差込み、PP テープをセット致します。
（図 1、図 2）

③ 電源プラグを AC( 単相 )100V に差込みます。
④ ネイルアジャスタに連結する釘を 1 本差込みます。これで釘胴部径 φ2.1 ～

3.0mm まで調整が自動的に完了します。( 図 3)

⑤ ネイルボックスに釘を適量 ( こぼれない程度 )
入れます。

⑥ ネイルストッパーA 穴 ( 緑● ) に釘を 1 本差
込みます。( 図 4)

⑦ 電源を入れます。（スイッチが緑色に光ります。）
⑧ 少しずつネイルボックスに入っている釘を

シューターに落とし、30 本程整列しました
ら、ネイルストッパー穴の釘をゆっくりと外
します。外すと釘がホイール ( 歯車 ) の位置
まで落下致します。

* 注意：落下時に釘がシューターから飛び出てくる場
合がありますが、故障ではありません。

⑨ 再度、ネイルボックスの釘をシューターに落
とし、シューター上部まで、釘を整列させま
す。( 図 5)

⑩ PPテープの差込み口を ( 図 6) の様に直角に折
り曲げてテープ挿入口から、テープガイドの
赤●の箇所まで差込みます。( 図 7)

PPテープは必ず巻径がこの向きに正面になるように
セットしてください。

* 裏向きにセットされますと連結することができませんのでご注意ください。

図 2図 1

スタンドホルダ A

スタンド
ホルダ B

PPテープ

①ネイルアジャスタを押します。

ネイル
アジャスタ

②使用釘をセットすれば、完了。

ネイルアジャスタの使用方法図　図 3

釘を
はさむ押

す

ネイル
ストッパー A 穴

緑

図 4

図 5

シューター

釘受け
プレート
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重要！！

⑪ ハンドルを右に回します。
重要！！　初めの 5 ～ 10 本は、ゆっくりハンドルを回すこと。

⑫ ハンドルを右に回し、釘をホイール ( 歯
車 ) に整列させ、挿入した PPテープの
2 番目のタブの位置まで釘を整列させ
ます。
赤●の位置に PP テープの先端穴とイン
サートホイール穴が一致していること
を確認し、釘を正面から1本差込みます。
( 図 9)

注意
ネイルストッパー A 穴 ( 緑● ) の釘を外した時、ホイール ( 歯車 ) に釘が落下した瞬間は、
釘頭が不規則に ( 図 8) 重なり合っていることがありますので、初めの 5 ～ 10 本は、1 本
ずつホイール ( 歯車 ) に入ることを確認しながら、ゆっくりとハンドルを回してください。
無理にハンドルを回すと釘が噛み込み、周辺部品が早期に破損する恐れがあります。

8 ～ 10 番目まで直角に折り曲げる
赤●まで
PPテープを挿入する

図 6 図 7

不規則な状態 図 8

1 番目の穴に挿入する

PPテープの 2 番目の穴まで
釘を整列させる。

図 9

赤●

黄●
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⑬ 差込み完了しましたら、ハンド
ルを右に微回転させ、２本目の
釘が PPテープの穴に、確実に連
結できていることを確認してく
ださい。

⑭ 以上で準備完了です。
ハンドルをゆっくりと右に回し
ながら、ネイルボックスの釘を
シューター A 部 ( 図 10) に釘が
なくならない様に落としなが
ら、釘を連結してください。

7．連結した釘をロール状にします。

200 本程度を限度としてロール状にしてご使用ください。
弊社純正品の連結釘は、300 本ですが、コーティング材により連結がバラけない
様に製造されております。ご家庭で連結される場合、コーティング材が使用でき
ませんので、200 本程度を目安として連結することをお勧め致します。

ロール状の大きさは、下記図を参照に巻いてください。( 図 11)

外径…133mm まで
133mm 以上になりますと、釘打機のマ
ガジン ( 釘ケース ) に入りません。

内径…40mm 以上
40mm 以下になりますと、PPテープから
連結が外れ、事故の原因となりますの
で、絶対に 40mm 以下に巻き取らないで
ください。

8．連結作業を終了する場合。

① 連結する最後の釘が、黄●の位置に来た時に、PPテープをカットしてください。
② カットが終わりましたら、最後まで連結してください。( 図 12)

注

空 ( から ) の状態で送られた PPテープを逆に引き抜こうとしますと、ホイール
に引っ掛かり、故障の原因となりますので絶対にしないでください。

警告
・ 内径 40mm 以下のロール状に巻き取らない。・  200 本以下で連結する。

図 10

シューター

A 部

図 11

外径 133mm まで

内径 40mm 以上
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③ 電源 ( スイッチ ) を切ります。
④ 残りのPP テープは、テープスタンドから外し、箱に収納するか、巻がバラけ

ない様にテープで止めて保管してください。
⑤ テープスタンドは、サイドのスタンドホルダ B に収納するとコンパクトに収

納できます。( 図 13)
⑥ コンセントから電源プラグを外します。

9．巻き始めに失敗した場合

① ネイルストッパーB 穴 ( 青● ) に釘を
挿入します。

② ネイル頭押さえのネジを緩め、図の位
置までずらし、ネジを締め固定します。
( 図 14)

③ 不要な釘(シューター部やホイール部
に残っている釘 ) を 1 本、1 本、丁寧
に取り除いてください。

④ ネイルストッパーB 穴 ( 青● ) に挿入
した釘を取り除きます。

⑤ 再度、使用手順に従って連結を行って
ください。

* 万一、連結がうまくできない場合は、お買い求めの販売店、もしくは、最寄りの営業
所までお尋ねください。( 取扱説明書　最終ページ参照 )

10．運搬上の注意

① 運搬は、丁寧に扱ってください。
② 車での運搬は、本機に衝撃が加わることがないように箱に入れ、安定した位

置でロープ等で固定してください。

黄●

図 12 図 13

スタンドホルダ B

テープ
スタンド

最後の釘

図 14

ネイル頭押え
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